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Ⅷ .1  Introduction 
   This section as Part Ⅷ of the study is the Japanese translation of the fact-
findings summarized as conclusions achieved in the previous papers1-7.  Of 
course, the original English version in the previous sections is formal, and 
this Japanese version , which is literally translated , only supplementary. 
Author is confident that this unusual attempt will give some helps for 
possible readers ,if any, who might meet difficulty in easy and quick 
understanding of the important core of the study.
Ⅷ .2（Part 0）１: 序論（過去の研究と問題点）
　古代メソポタミアに関する 47 冊の専門書や一般書の内容を検討した。
（Table0-1a,Table0-1b）
F-F（0-1） : 完全に翻訳された条文の数（Number of fully-translated 
articles）




F-F（0-2） : 社会階層（Social class）
現在でも awilumとmushkenumの地位は未だ完全には確定








Roth（文献 no.30）、DiverandMikes（文献 no. ３）、及び飯

























F-F（Ⅰ -1）:H 法典の全条文数（Total number of articles in the H 
law）
H法典の全条文数は 282 である。このうちH66−H99 の 34
カ条は省略した（ルーブル美術館所蔵の H法典では欠損）
ので残り 282-34 ＝ 248 条が読解可能で、その後の解析に用
いられた。248 個の読解可能の条文の内、102 個の条文はす
べて次の文 ‘summa awilum,・・・’ で始まる。更に他の 54
個の条文は awilumに関係しているので、102 ＋ 54 ＝ 156 個
の条文は awilum に直接関係するものである。（従って、
156/248=62.9%は awilumに直接関係する（Table Ⅰ -5 と
Ⅰ -5（4））。
F-F（Ⅰ -2）: 4 つの法典の大きさ（サイズ）（Size of the four laws 
codes）
全条文の数で表されたH法典のサイズは ,他の 3つの先行法





F-F（Ⅰ -3）:awilum の比率（Portion of awilum）









4法典をカテゴリー化した結果はTable Ⅰ - ５～ Table Ⅰ -6
（続き５）にまとめてある。
F-F（Ⅰ -5）:現代的法概念（Modern legal ideas）
現代の法概念 legal idea は明らかに、カテゴリー２（人権）
を例外として、ハンムラビ法から生じている。



























～３個の社会階層が存在した（Table Ⅱ - １）。
（註）：シュメール語で書かれているUN法と LI 法では王に
対するどんな言語（lugal、例えば Šar）も見出せない。E法
では 2つの条文（E48 と E58）が Šar（Šarru、lugal）とい
う言葉を含む。H法では 7つの条文が Šar（Sarrum）を含
む（H26、H27、H28、H33、H36、H51、H129）（Table Ⅰ







「人々を幸福にするため、神（Enlil）（Table Ⅱ - ３）を満足
させる為に神は私を任命した」と述べている。
F-F（Ⅱ -3）:他の 3つの階層（Other three classes）












的に評価できる（Table Ⅱ -5 ～Ⅱ -6）。
F-F（Ⅱ -5）:職業の範囲（1）（Coverage）
awilumの職業は当時の古Babylonian期の社会の職業のほと









poria 期）一般民衆（F-F Ⅱ - ９を見よ）。
F-F（Ⅱ -7）:職業の範囲（3）（Coverage）
UN法と LI 法では上層 awilum に関する条文は見出せない。
（Table Ⅱ -13）。
F-F（Ⅱ -8）:法治国家（Mulla poena sine legé）
ハンムラビの王国（殆ど全メソポタミア）はこの意味で最初
mullapoenasinelegé（法治国家）である。





Table Ⅱ -6、Table Ⅱ -7）.
Awilumは ‘市民’、‘自由人’ であり上層エリートより、貧乏
人にまで及び、社会の主要階級である（Eq.Ⅱ -7）.



































F-F（Ⅱ -14）:Lex talionis（Ⅱ -3.5.1）
加害者と被害者がともに awilumの場合 lex talionis が厳格
に適用された（see,Table Ⅱ -8）。例外事例（Table Ⅱ -8）。





























































告訴から判決までの 10 の段階（step １～ 10）が H法典で示












H 法典は double jeopardy を禁止する原型の条文を持つ
（H5）。
F-F（Ⅲ -14）:原 告 の 立 証 責 任 と 被 告 の 反 証 義 務（Plaintiff’s 

















Summary は brief の意：簡易裁判所？
Summary court の名前と機能はE法とH法の以下の条例に
規 定 さ れ て い る。（E54、E55、E57、E58 お よ び H124、







ち、（1）死（Ⅲ -6-2）;（2）体罰（Table Ⅲ . １-6）;（3）罰
金（Table Ⅲ -12~18）、（Table Ⅲ -8,9 と 17）；（4）追放（H5,H154,
（Table Ⅲ -14）（Ⅲ -6.1）.
F-F（Ⅲ -20）:死刑（Death penalty）（Ⅲ -6.2）
死刑に処される犯罪の数は、それぞれUN法で 4 か条、LI



















































き対象である（Table Ⅲ -19）。（家に対しH229 ～ H233）、（船
に対しH235 ～ H238）.（Ⅲ -4.4.1）。
F-F（Ⅲ -28）:社会的受難者（Social misfortune）
H law において法的援助の対象になる社会的弱者は：（1）戦














F-F（Ⅲ -30）:日本刑法（Japan penalty code）
4つの古代メソポタミア法典と現代の日本の刑法との間に密
接な相関関係（乃至親子関係）が存在することが見出された
（Table Ⅲ -4 と Table Ⅲ -20）。日本刑法の 15 か条は UN法
の 1か条（UN1）、LI 法典の 1か条（LI11）、H法典の 25 か

















F-F（Ⅲ -33）:社会的受難者の法的救助（Ⅲ -4.4.1（.D））（Legal relief 







F-F（Ⅲ -34）:結婚と離婚（Marriage and divorce） (1)
結婚のお膳立ての代表的な手順が定着した（Table Ⅲ -21）.
F-F（Ⅲ -35）:結婚と離婚（Marriage and divorce） (2)











F-F（Ⅲ -37）:家族 ; 家族のタイプ（Family; Family type）
UN, LI, E およびH法典を解析することによって家庭の代表
的な型（タイプ）が推定された。
UN法では3つのタイプ（Fig.Ⅲ -3）、LI法で3つのタイプ（Fig.
Ⅲ -4）、E法で 1つのタイプ（Fig. Ⅲ -5）;
H 法では 5 つのタイプまたは 14 のサブ・タイプ .（Fig. Ⅲ
-6）（Table Ⅲ -19 も参照）。
F-F（Ⅲ -38）:Old Babylonia 時代における家族構成（Constitution of 












































































































F-F（Ⅳ -4）:契約書の保管（Depository of documents）
「契約書」は契約者の個人の家で保管された（Ⅳ -3.1.3C）.
F-F（Ⅳ -5）:売買の権利（Right of selling and buying）
全社会階層（awilum,muskenumや奴隷も含めて）は財産の





F-F（Ⅳ -6）:例外事例（F-F（Ⅳ -5）の）（Exceptional articles）
上述の禁止に対するいくつかの例外条項がある（Ⅳ -3.2）
（H28,H29など）.




















F-F（Ⅳ -11）:銀と大麦の等価（Equivalence of barley and silver）
E法典の 2つの条文（E2 と E3）の中で、銀と大麦の等価が
示された。
F-F（Ⅳ -12）:銀１siglu（シクル）と等価とみなされる商品の量（Amount 




F-F（Ⅳ -13）:銅もバビロニア時代の通貨か？（Copper as money?）
ハンムラビ法典には先行３法典同様に通貨としての銅という
単語は一度も見出せない（Tomimura説の否定）（Ⅳ - ４.3）.
F-F（Ⅳ -14）:大麦の流通カテゴリー（1）（Limited use of barley）
大麦は比較的限定されたカテゴリーでのみ通貨として使用さ
れた（TableⅣ -8）.







F-F（Ⅳ -16）:銀通貨　（Silver as money currencies）
銀は古くURⅢ王朝において確立した金属通貨である。銀は
もともと金属通貨として利用された。
F-F（Ⅳ -17）:銀のカテゴリー　（Categories of silver）　
銀は 11 のカテゴリーで極めて広範囲に使用され、農業以外
のほぼ全社会生活をカバーした（TableⅣ -7）.




F-F（Ⅳ -19）:遠距離貿易における銀（Silver in long-distance trade）
バビロニアで製造された銀通貨はその時代の遠距離貿易にお
いて一番有利であった。
F-F（Ⅳ -20）:給料と報酬（Pay and reward）
給与と報酬が Eと H法典でまとめられている（Table Ⅳ -9
～ Table Ⅳ 9（continued））.














































F-F（Ⅳ -29a）:外科医と内科医（Surgeon and doctor of internal 
medicine）
ハンムラビ法典では外科医 surgeon と内科医 doctor of












60 gur- 容積（7.2 トン容積）を建造する時の船大工の報酬は
２siglu である（H234）。建造には 2か月を要し、1か月の労







F-F（Ⅳ -31）:賃金（E法とH法）（Pays in the E and H codes）








TableⅣ -8 の case（4）では E法（E10）におけるロバの賃
貸料６sila/ 日（E10）は H法典では 166％上昇して 10sila/
日まで上昇した（H269）. 上記 Tableの case（6）では（雄








H118 と H119；（保証金）H120、と H121.
商人は、農民（farmers）や地主（land lord）と共に、Old
Babylonia時期の基本的分野になった。












F-F（Ⅳ -35）:メ ソ ポ タ ミ ア に お け る 技 術 と 産 業 発 展 の 原 因
（Development of technology and industry.）
メソポタミアの特異な自然環境が技術的進歩を加速し、加工
産業を育てた（Ⅳ -6.2.2:Type １,Type2）.
F-F（Ⅳ -36）:商人と農民の間の契約違反（Merchant and farmer）
商人と農民の間の契約違反例が示された（Table Ⅳ -12、
Case1~Case4）.
F-F（Ⅳ -37）:地主と商人の関係（1）（Ⅳ -Chart 1 参照）（Landlord 
and merchant） (1)
H法には地主と商人の関係は示されていない（Ⅳ -6.4）.
F-F（Ⅳ -38）:地主と商人の関係（2）（Landlord and merchant） (2)
Landlord（地主）は商人より上位とみなされた（Ⅳ -6.4）.


















































































































　３．thelawofretaliation は果たして残酷な lawか？（Ⅵ -4.3）.
F-F（Ⅵ -1）:運河水灌漑農業へ（The canal-irrigation farming）
乾地農業から降雨水利用農業へ、更には運河を基礎にした（運
河水灌漑農業）へ（Ⅵ -3.1.1（A）;Chart Ⅵ -1）.
（補足１）食料の獲得と再生産のシステムの進化のルートが提案された
第 21 巻	——	31










第 3千年紀の間シュメールのラカッシュ Lagash において比

















































区では 5年間に 2~3 年は深刻な不作になる。


































































































Lagash における 3600BC ～ 1700BC にわたっての耕作面積、
（小麦の）耕作比率、（重量比）、および yield（収量）が ‘塩化’
の穀物栽培に及ぼす深刻な被害を示すためにTable Ⅵ - ５に
整理した。























を誘起した。Ⅵ - ‘塩害’（F-F（Ⅵ -27）参照）。







F-F（Ⅵ -33）：洪水と干ばつ（Flood and drought）
洪水と干ばつは麦の収穫を支配する、2つの大きな制御不可
能な要因である。

























当たり 10gur の大麦を受領する（Ⅵ -3.2.5.2,H63）.






















F-F（Ⅵ -42）：OldBabylonian 時代の種々の契約（Various contracts 

































性格のものと結論できる（Table Ⅵ -11）. キリストが生存して
いた時の普通の人にはハンムラビ法典の第 196 条が約 800 年
も以前に発布されていたことは全く知らなかった（Ⅵ -4.2）.
F-F（Ⅵ -47）：ウルナンム法とエシュヌンナ法の比較（Comparison of 















F-F（Ⅵ -49）：awilum ク ラ ス の 不 均 質 性 の 増 加（Increase in 
heterogeneity of awilum class）
いく分均質な awilum 層から、より高度に不均質で幅広い
awilumクラスへの転移が、OldBamylonia期の社会の膨張
につれて起こった（Ⅱ -3-3-3 参照）. 賠償として代物支払が
利用されるならば、上層エリート awilumにとっては賠償は
何の重荷ではないであろう。他方、貧乏人にとっては賠償の






















通貨としての銀は E法典で 25 か条で引用され、H法典では
62 か条で引用された。銀は主として通貨として扱われた
（Table Ⅵ -6）.
銀のその他の分野（通貨以外）の使用例はE15 と H7 だけで
ある（Table Ⅵ -15）.
F-F（Ⅵ -55）：鉄（Iron）
鉄は 4法典では見いだせない（Table Ⅵ -15）.
F-F（Ⅵ -56）：病気と治療（1）（Disease and cure）
UNと E法典では病気と治療または医療処置に関する条文は
見出せない。LI 法典で 3 ヶの条文、H法典では 6 ヶの条文
が見出された。（Table Ⅵ -16）。
F-F（Ⅵ -57）：病気と治療（2）（Disease and cure）




















F-F（Ⅵ -62）：整形外科的処置（Orthopedic surgical treatment）
骨折に対する整形外科的処置はAzu によって患者に施こさ
れた（H211）。



































8.確実な知見 Fact-Finding（F-F）の詳細がⅦ -3.1.1 で示された。証拠
は必要ならば括弧内に示された。























9.This journal vol.21, p47-69, 2019: Research note.「Morphological.
Anatomical and Statistical Analyses on the Four Ancient
MesopotamianLawCodesIncludingTheHammurabiLawCodes」
（Part 0~PartⅧ）の研究前史：この一連の研究に至る道とその結果
のあらまし
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